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 要	 	 旨 
	 近年，GPS の普及により位置情報の活用が進んでいる．主たる利用はナビゲーションであり，航空機や船舶，
自動車においては今や必須の装備となった．しかしながら，今現在において人の行動範囲すべてをカバーするよ
うな測位システムは存在しておらず，GPS 電波の届かない屋内などにおける人のナビゲーションは不可能である．
そこで，こうした GPS のエリア外である屋内などにおける位置情報の取得システムの確立が求められている． 
	 人の広範な活動範囲に渡る測位技術の一つとして自律航法が挙げられる．自律航法は，ユーザが身に着けてい
る各種センサにより移動距離と移動方位を推定することで，現在の位置を検出する手法である． 
	 自律航法に用いられるセンサとしては，加速度センサ，ジャイロセンサ，地磁気方位センサなどが挙げられる．
しかしながら，これらセンサには誤差が生じ，現在の自律航法では，航続距離が長くなるにつれ推定位置誤差が
肥大化し，ナビゲーションにおいては，簡単に破綻をきたしてしまう．特に，ジャイロセンサはドリフトにより
時間経過とともに誤差が累積しやすい．また，地磁気センサは周辺の鉄軽金属などの影響により地磁気場が乱れ
た場所では方位を誤検出してしまうといった課題を抱えている． 
	 そこで，本研究では，方位検出精度の向上を目指し，複数の方位センサを組み合わせることによる検出精度向
上の検討を行った． 
	 １つ目の手法として，磁気方位センサとジャイロセンサの組み合わせによる方位精度向上手法の検討を行った．
本手法により，方位センサそれぞれの誤差特性の違いから相互に誤差を補正することが可能であることを示した．
しかしながら，実際の屋内区域において地磁気が広範囲に亘って乱されている場合には，磁気方位センサから有
意な情報を引き出すことがでないため，本手法では方位精度の向上が図れなかった． 
	 ２つ目の手法として，種類や製造ロットの近い 2 個のジャイロセンサを鏡像対象に配置し用いることで各ジャ
イロのドリフトを打ち消しあう手法の検討を行ない改善が見られた．しかしながら，ジャイロセンサのドリフト
はセンサ個体ごとに固有であるため本手法では，大幅な方位精度の向上は測れなかった． 
	 今後は地磁気の偏角や強度からセンサ出力の信頼度を求め，方位推定精度の向上に利用する．また，ドリフト
特性が似たジャイロセンサを選定し，温度補正を加えることでジャイロの方位推定精度を向上させる．合わせて
距離推定精度を向上させる．以上により実現可能な歩行者自律航法を実現する． 
 
